参考様式第１号－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
残留農薬分析結果報告書
（団体名）
氏名（代表者名）　　様　
分析機関名　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　
分析の結果については、下記のとおりです。
記
	生産者氏名
	

	品目
	

	試料採取日
	

	検出成分
	

	農薬の種類
	

	検出値（ppm）
	

	基準値（ppm）
	

	備考
	


※分析機関が発行した分析結果報告書等を添付してもかまいません（全ての項目が記載されている場合のみ）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参考様式第１号－２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
土壌分析結果報告書
（団体名）
氏名（代表者名）　　様　
分析機関名　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　
分析の結果については、下記のとおりです。
記
	生産者氏名
	

	品目
	

	試料採取日
	

	ｐＨ
	

	ＥＣ
	

	硝酸態窒素
	

	交換性石灰
	

	交換性苦土
	

	交換性カリ
	

	有効態リン酸
	

	腐植
	

	陽イオン交換容量
（CEC）
	


	備考
	


※分析機関が発行した分析結果報告書等を添付してもかまいません（全ての項目が記載されている場合のみ）。
参考様式第１号－３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
水質検査結果報告書
（団体名）
氏名（代表者名）　　様　
検査機関名　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　
検査の結果については、下記のとおりです。
記
	生産者氏名
	

	品目
	

	試料採取日
	

	ｐＨ
	

	一般細菌
	

	大腸菌
	

	亜硝酸態窒素
	

	硝酸態窒素及び
亜硝酸態窒素
	

	塩化物イオン
	

	有機物
	

	味
	

	臭気
	

	色度
	

	濁度
	


※検査機関が発行した検査結果報告書等を添付してもかまいません（全ての項目が記載されている場合のみ）。
（参考）
残留農薬分析、土壌分析及び水質検査について
１　基本的考え方
　　福岡県GAPに取り組む個人及び団体内の各個人が適切に農薬・肥料を使用しているかどうか、収穫物の洗浄等に使用している水が清浄かどうかを検証します。
　　そのため、対象となった複数の生産者の農産物を混合し、１検体とした分析は不可です。
２　検体数
　　個人：１品目につき１検体以上
　　団体：１品目につき生産者数の平方根（少数点切り上げ）検体以上
３　選定方法
　（１）申請者がリスクの高いほ場（水質検査の場合は水源）を１ヶ所選定し、分析・検査を実施します。
　（２）団体においては、無作為に団体中の個人を選抜し、その中からリスクの高いほ場を１ヶ所選定し、分析・検査を実施します。
なお、リスクの高いほ場は例えば下記のようなものがあります。
①過去１年間に、農薬使用方法等が適切でないことを団体または内部監査によって
指摘されたほ場
②これまで分析・検査を１度も実施していないほ場
③土壌残留農薬のリスクがあるほ場
　　
４　検体の採取方法（農林産物、土壌）
　　同一生産者、同一作型、同一時期に農薬・肥料の散布ムラによる影響を少なくするため、ほ場から均等に採取します。
　
５　検査方法について
　　残留農薬検査方法は原則として「多成分一斉分析」とします。
